
医
療
格
差
が
拡
大
す
る
地
域
医
療
構
想
と

　

図
書
館
の
利
用
者
負
担
の
中
止

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

救
急
病
院
の
な
い
西
蒲
区
の
救
急

搬
送
は
、
地
元
で
ほ
と
ん
ど
対
応
で
き

ず
、
西
区
や
中
央
区
、
県
央
圏
域
に
搬

送
さ
れ
て
い
る
。
病
院
再
編
・
統
合
で

医
療
格
差
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
再

編
・
統
合
は
中
止
し
、
余
裕
の
あ
る
医

療
体
制
を
国
と
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

引
き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
医
療

体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
国
や
県
、

市
内
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

　
　

本
市
の
図
書
館
に
お
い
て
県
外
の

図
書
館
か
ら
資
料
を
取
り
寄
せ
る
場
合
、

送
料
が
利
用
者
負
担
と
な
る
。
図
書
館

法
で
は
資
料
の
利
用
に
対
す
る
対
価
を

徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
た

め
、
送
料
は
公
費
負
担
と
す
べ
き
で
は
。

　
　

県
外
の
図
書
館
か
ら
の
資
料
の
取

り
寄
せ
に
係
る
送
料
に
つ
い
て
は
、
業

務
に
係
る
実
費
で
あ
り
、
図
書
館
法
第

17
条
に
規
定
す
る
図
書
館
利
用
の
対
価

と
は
見
な
さ
な
い
と
い
う
考
え
に
立
ち

負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。（
教
育
長
）

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
と

　

特
別
支
援
教
育

佐
藤　

正
人（

翔
政
会
）

　
　

市
長
の
１
期
目
最
後
と
な
る
新
年

度
予
算
案
に
は
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
選

ば
れ
る
都
市
を
目
指
す
市
長
が
、
新
潟

を
一
層
元
気
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の

声
を
大
切
に
し
な
が
ら
力
強
く
着
実
に

ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
新
た
な
都
心
軸
に
い

が
た
２
ｋ
ｍ
を
定
め
た
思
い
を
伺
う
。

　
　

都
心
エ
リ
ア
と
市
内
８
区
の
企
業

や
人
材
を
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

都
心
で
生
ま
れ
た
活
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
市
全
域
に
波
及
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　

近
年
、
特
別
支
援
教
室
に
通
う
児

童
・
生
徒
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
中

で
、
新
年
度
か
ら
特
別
支
援
教
育
課
が

新
設
さ
れ
る
と
聞
く
。
こ
の
組
織
の
役

割
や
人
員
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
の
経
験
が

あ
り
、
制
度
や
現
場
を
熟
知
し
た
指
導

主
事
を
中
心
に
福
祉
経
験
の
あ
る
職
員

を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。（
教
育
長
）

古
町
ル
フ
ル
広
場
の
活
用
と

　

性
の
多
様
性
か
ら
見
た
制
服
の
見
直
し

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

古
町
十
字
路
に
面
し
た
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
、
こ
の
春
誕
生
す
る
古

町
ル
フ
ル
広
場
は
、
情
報
発
信
や
イ
ベ

ン
ト
に
最
適
で
あ
り
、
地
元
古
町
の
期

待
も
大
き
い
が
、
都
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
い
が
た
２
ｋ
ｍ
か
ら
見
て
、
こ
の
広

場
を
ど
う
位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

　
　

古
町
ル
フ
ル
広
場
の
活
用
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
創
出
が
、
に
い
が
た
２
ｋ
ｍ

に
お
け
る
古
町
エ
リ
ア
の
新
た
な
魅
力

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

全
国
の
学
校
で
は
生
徒
の
性
自
認

な
ど
に
配
慮
し
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス

カ
ー
ト
の
着
用
を
男
女
別
指
定
か
ら
選

択
制
に
す
る
動
き
が
拡
大
し
て
い
る
が
、

本
市
の
学
校
制
服
の
基
準
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
制
服
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

本
市
の
学
校
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

多
様
性
に
配
慮
し
た
校
則
の
見
直
し
が

進
ん
で
お
り
、
そ
の
過
程
で
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
制
服
を
導
入
す
る
学
校
も
出

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。（
教
育
長
）

開
発
規
制
と
人
口
減
少
と
の
因
果
関
係
と



巻
駅
周
辺
整
備
事
業

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

　
　

令
和
２
年
国
勢
調
査
で
は
、
西
蒲
、

南
、
北
な
ど
の
周
辺
区
の
人
口
減
少
が

著
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
周
辺
区
で
は
、

新
た
な
住
宅
団
地
や
企
業
団
地
を
造
成

し
た
く
て
も
、
都
市
計
画
な
ど
に
よ
る

規
制
が
か
か
り
、
実
現
で
き
な
い
現
状

が
あ
る
。
都
市
計
画
な
ど
に
よ
る
周
辺

区
の
開
発
規
制
が
人
口
減
少
に
関
係
し

て
い
る
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

人
口
減
少
は
家
族
形
態
や
就
業
構

造
の
変
化
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

巻
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
事
業
期

間
が
平
成
23
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま

で
の
合
併
建
設
計
画
事
業
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
要
因
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

地
元
と
の
調
整
や
事
業
費
低
減
・

利
便
性
向
上
の
検
討
、
社
会
情
勢
の
変

化
を
受
け
た
計
画
見
直
し
が
大
き
な
要

因
と
考
え
る
。
地
域
の
合
意
形
成
を
図

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
着
手
し
た
い
。

２
０
４
０
年
の
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
と

　

長
期
財
政
計
画

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

政
令
市
に
な
り
15
年
た
つ
が
強
み

を
生
か
し
き
れ
ず
市
民
所
得
と
一
般
会

計
予
算
額
は
横
ば
い
の
上
、
市
債
残
高

は
減
ら
な
い
。
今
ま
で
の
視
点
と
違
う

次
期
総
合
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考
え

る
。
人
口
が
72
万
人
を
割
り
込
む
２
０

４
０
年
の
本
市
の
姿
を
ど
う
描
く
の
か
。

　
　

人
口
減
少
緩
和
策
と
人
口
減
少
社

会
に
適
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

２
０
４
０
年
ご
ろ
に
も
高
い
拠
点
性
を

保
ち
、
活
力
あ
ふ
れ
る
、
持
続
可
能
な

本
市
を
築
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　

目
的
と
目
標
指
標
を
明
確
に
し
、

庁
内
組
織
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
財
政
改

革
を
進
め
る
た
め
に
も
、
財
政
計
画
の

役
割
は
大
き
い
。
２
０
４
０
年
の
良
き

現
実
を
見
据
え
た
政
策
で
、
持
続
す
る

安
定
し
た
財
政
運
営
実
現
の
た
め
に
、

長
期
財
政
計
画
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

既
存
事
業
の
不
断
の
見
直
し
と
公

共
施
設
に
か
か
る
コ
ス
ト
削
減
の
取
り

組
み
で
、
財
政
基
盤
強
化
を
継
続
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

西
海
岸
公
園
と
海
辺
の
連
携
と

　

旧
新
潟
運
輸
総
合
庁
舎
跡
地
の
活
用

内
山　

航
（
翔
政
会
）

　
　

西
海
岸
公
園
は
、
に
い
が
た
２
ｋ

ｍ
の
エ
リ
ア
か
ら
近
く
、
海
の
家
や
海

辺
の
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ス
交
通
の
利
便
性

な
ど
を
踏
ま
え
魅
力
的
で
可
能
性
が
あ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
信
濃
川

周
辺
の
川
辺
や
鳥
屋
野
潟
な
ど
の
水
辺

の
価
値
を
再
認
識
し
て
き
た
。
次
は
海

辺
を
活
用
す
る
こ
と
が
新
潟
の
新
た
な

強
み
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
後
も
市
民
と
連
携
し
、
都
心
に

身
近
で
自
然
豊
か
な
公
園
内
の
施
設
が

有
機
的
に
連
携
・
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
魅

力
的
な
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
。

　
　

中
央
区
万
代
の
旧
国
土
交
通
省
新

潟
運
輸
総
合
庁
舎
跡
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
が

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
調
査
内

容
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

民
間
へ
の
貸
し
付
け
で
跡
地
の
活

用
を
図
る
た
め
、
今
月
調
査
を
実
施
し
、

結
果
を
参
考
に
入
札
条
件
の
基
と
な
る

利
用
方
針
案
を
国
な
ど
と
検
討
す
る
。

重
度
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
と

　

新
潟
市
母
子
福
祉
連
合
会
へ
の
支
援

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

第
４
次
新
潟
市
障
が
い
者
計
画
で

は
、
重
度
障
が
い
者
向
け
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
増
設
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、

建
設
を
計
画
し
、
土
地
の
確
保
や
建
設

費
補
助
な
ど
を
含
め
て
行
政
と
相
談
や

協
議
を
す
る
過
程
で
先
延
ば
し
と
な
っ

た
事
業
所
が
あ
る
と
聞
く
。
今
後
、
本

市
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

土
地
の
貸
し
付
け
、
売
却
を
伴
う

施
設
整
備
は
、
各
事
業
所
と
協
議
を
し

て
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

を
含
め
て
事
実
確
認
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

新
潟
市
母
子
福
祉
連
合
会
へ
の
支

援
策
の
一
つ
で
あ
る
本
市
の
委
託
事
業

の
一
部
が
今
後
廃
止
さ
れ
る
予
定
と
聞

く
が
、
委
託
事
業
を
維
持
し
受
注
機
会

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

同
会
の
自
立
し
た
運
営
の
た
め
に
、

母
子
・
父
子
団
体
に
認
め
ら
れ
て
い
る

優
先
発
注
を
庁
内
に
呼
び
か
け
る
な
ど
、

受
注
機
会
の
継
続
や
拡
大
に
努
め
る
。

　総合計画は都市の基本理念や目指すべき都市
像、その施策などを示す重要な計画で、現行の
計画は令和４年度で計画期間が終了します。
　現在、令和５年度以降の新しい計画を策定中
ですが、議会として新しい計画の策定について
協議する必要があるため、議長を除く全議員
（49人）を委員とする総合計画特別委員会を新
たに設置し、調査、研究を行うこととしました。

委員長　金子　益夫　　副委員長　佐藤　　誠

　地方公共団体の議員定数および各選挙区の定
数は法令により定められています。市議会では、
議員定数調査特別委員会を新たに設置し、新潟
市議会議員の定数および各選挙区選出議員数に
関わる調査、研究を行うこととしました。

委員長　皆川　英二　　副委員長　小山　　進
委　員　小野清一郎　五十嵐完二　宇野　耕哉
　　　　高橋　三義　竹内　　功

■市立白南中学校（令和４年１月27日）
　市議会では、主権者教育の推進に取り組んで
おり、未来の有権者が地域社会の諸課題の解決
に向け、自ら参画する意欲の醸成を図っています。
　１月27日には議員７人が白南中学校（南区）を
訪れ、２年生40人と意見交換を行いました。生
徒が企画した「大好きにいがた・南区地域福祉
アクションプラン」の発表の後、地域課題解決
や企画の実現に向けたアドバイスなど、生徒の
学びを支援しました。
　参加した生徒からは、「議会や議員について
知ることができ、みんなの発表についても関心
を深めることができた」「地域の方だけでは聞
くことのできない意見を聞くことができ、貴重
な体験だった」などの感想がありました。

主権者教育推進への取り組み総合計画特別委員会の設置

議員定数調査特別委員会の設置

発表や意見交換の様子

にいがた市議会だより5 令和４年（2022年）４月17日

●目の不自由な方を対象に市議会だより点字版・音声版（デイジー版、一般用ＣＤ版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）


